
　
新
年
が
明
け
る
と
と
も
に
新

型
の
感
染
症
が
世
界
中
に
襲
い

掛
か
り
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
猛
威
を
振
る

い
、
今
も
な
お
世
の
中
を
ぐ
る

ぐ
る
と
か
き
回
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
行
事
や
飲
み
会
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
中
止
と
な
り
、
交
流
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が

と
て
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
柳
原
公
民
館
も
ほ
と
ん
ど
の

行
事
が
中
止
に
な
り
、
新
し
く

入
っ
た
専
門
部
員
と
も
あ
ま
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

毎
年
９
月
、
私
の
住
ん
で

い
る
大
川
集
落
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
や
法
政
大
学

の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
来
て
学
習

会
を
行
い
地
区
住
民
と
の
交
流

を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
リ
モ
ー
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
ど
こ
か
物
足
り
な
さ
を
感

じ
な
が
ら
も
、
こ
れ
が
新
し
い

日
常
さ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
柳
原
で
は
７

月
19
日
に
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
大
勢
集
ま
り
、
静
か
に
は

し
ゃ
ぎ
、
友
達
と
の
ひ
と
時
に

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

専
門
部
員
ら
は
、
行
事
の
完
了

に
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
自
粛
生
活
が
続
き
、
ど
こ
か

私
の
中
に
不
満
が
た
ま
っ
て
い

ま
す
。
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

に
は
ま
だ
な
じ
め
ま
せ
ん
が
、

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
、
ご
く
普
通
に
み
ん

な
が
集
い
、
笑
顔
が
交
わ
せ
る

日
常
を
早
く
取
り
戻
し
た
い
も

の
で
す
。

　飯山市美術館では、1階ロビー＆ 2階ギャラリーにて「河
野文夫展 ―在りし日の記憶―」を開催しています。
　河野文夫さん（1908 年～ 1991 年、佐賀県出身）は、広
島高等師範学校を卒業後、山好きが縁となって長野県の美術
教師になりました。戦後の飯山市の美術教育に多大な影響を
与えた教育者であると同時に、画家としては寡作（かさく）
とは言え、色彩感覚極立つ風景画を残しています。昨年、ご
遺族から当館に寄贈いただいた油彩 37点を観覧していただ
く展覧会です。ぜひご覧ください！

【開催期間】　令和 3年 3月 31日（水）まで
【開館時間】　9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）
【入 館 料】　大人 300円（市内小中学生は無料） 白と赤の山  1981 年頃　油彩画 24.3cm×33.4cm

 令和 2年度ギャラリー展

 「河野文夫 展 ―在りし日の記憶―」開催中！
飯山市美術館 　☎ 62-1501 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）

こんな時だからこそ、元気を出そう！

 学びのエリア秋まつり開催

　
10
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰
の
両

日
、
飯
山
市
公
民
館
、
市
立
飯

山
図
書
館
、
飯
山
市
美
術
館
、

い
い
や
ま
女
性
セ
ン
タ
ー
未

来
、
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
、
飯

山
市
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
か

ら
な
る
「
学
び
の
エ
リ
ア
」
を

会
場
に
、「
見
よ
う
、
学
ぼ
う
、

集
ま
ろ
う
！
学
び
の
エ
リ
ア
秋

ま
つ
り
２
０
２
０
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た

め
、
市
内
で
も
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
等
が
開
催
を
見
送
っ
て
い
る

な
か
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
飲
食
店

の
出
店
や
多
く
の
方
が
接
触
す

る
よ
う
な
企
画
を
避
け
て
の
開

催
と
し
、
入
場
口
へ
の
自
動
体

温
検
温
器
の
設
置
や
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
、
手
指
や
施
設
の
消

毒
を
厳
密
に
す
る
な
ど
の
対
策

を
講
じ
、
な
ん
と
か
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
迎
え
た
当
日
は
、
各
館
制
約

の
あ
る
な
か
で
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
多

く
の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
出

か
け
ら
れ
る
場
所
が
あ
っ
て
嬉

し
い
」、「
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
開

催
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

た
い
」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
施
設
利
用

者
だ
け
で
な
く
、
施
設
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
方
に
も
各
館

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
目

的
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
開
催
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
開

催
に
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

飯山小学校 5年 1組による「まくしショップ」の運営。飼育している
羊の飼育費用捻出のため、オリジナルグッズ販売などで奮闘しました

規模を縮小し万全の対策での実施

イベント開催に感謝の声も

女性センター未来では利用者
作品展示や体験教室を実施

美術館ではギャラリー展やクイズ
「答えは作品の中」を実施

毎年好評の図書館本のリサイクル市
も入場制限で実施

なちゅら「スタインウェイを
弾いてみよう」

なちゅら「E7SS」ライブ

ふるさと館では多くの
体験講座を実施

公民館は利用者展示と
猿まわしの映像を上映

大川集落では法政大学学生などとの交流が行われています

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

作
品
を
展
示
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

展
示
予
約
は
先
着
順
と
な

り
、
展
示
期
間
は
概
ね
２
週
間

で
す
。
詳
し
く
は
飯
山
市
美
術

館
（
62
１
５
０
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地震体験車もお目見えしました
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ふるさと館たいけん工房

女性センター未来　くらしのセミナー

■日　　程　　11月 6日 ( 金 )
　　　　　　　　　12日 ( 木 )
　　　　　　　　　13日 ( 金 )
■時　　間　　午前コース：10:00 ～ 12:00
　　　　　　　午後コース：13:30 ～ 15:30
■場　　所　　いいやま女性センター未来　創作室
■講　　師　　日比谷花壇ブライダル
　　　　　　　フラワーコーディネーター
■対 象 者　　市民および市内に勤務地を有している方
■定　　員　　午前・午後　各５名　定員になり次第〆切
■材 料 費　　2,500 円
■受 講 料　　   200 円
■持 ち 物　　エプロン、花バサミ、マスク他 
■募集期間　　10月 23日（金）～ 11月 2日（月）

ブリリアント型の
　クリスマスオブジェに挑戦！

　今年の冬は、一年を通し
て飾れ、季節の草花を使っ
たブリリアント型のオブジ
ェを作って見ませんか。
　ソーシャルディスタンス
に配慮し、安心して参加い
ただけます。

いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543 日曜祝日休館

飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030 月曜休館

令和2年11月7日（土）　10:00 ～ 11:30

わらで作ろう！亀さんのストラップ

　手にも暖かなわらを使っ
て、縁起物の亀さんを作っ
てみましょう。温井わらの
会の皆さんが分かりやすく
教えてくださいます。

■講　　師　　温井わらの会
■対　　象　　市内小学生～（大人・親子参加可）
■定　　員　　15名
■参 加 費　　400 円（材料費）
■申込〆切　　11月 1日（日）

参加者募集

参加者募集

　
火
お
こ
し
の
煙
に
、
弓
矢
で

獲
物
を
狙
う
子
ど
も
た
ち
の
歓

声
。
お
と
な
も
子
ど
も
も
縄
文

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

　
９
月
19
日
㈯
、
ふ
る
さ
と
館

の
前
庭
に
て
縄
文
体
験
が
行
わ

れ
、
21
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
学
芸

員
の
上
野
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
学
芸
員
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
、
市
公
民
館
シ
ニ
ア
大
学

か
ら
誕
生
し
た
地
域
サ
ー
ク
ル

「
風
の
さ
さ
や
き
」
の
５
名
の

皆
さ
ん
も
加
わ
っ
て
、
賑
や
か

に
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
館
た
い
け
ん
工
房
「
縄
文
★
体
験
し
て
み
よ
う
」

み
ん
な
、
縄
文
人
に
な
れ
た
か
な
？

　
コ
ー
ロ
あ
き
つ
は
、
歌

う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
、
総

勢
21
名
が
毎
月
第
２
第
４
の
火

曜
日
、
午
後
７
時
30
分
か
ら
秋

津
公
民
館
に
集
ま
り
、
沼
田
秀

美
先
生
の
指
導
の
下
、
サ
ー
ク

ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
活
動
を
休

止
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
手
指

消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
確
保
な
ど
、
注
意
を
払

い
な
が
ら
活
動
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
秋
津
地
区
の

敬
老
会
や
文
化
祭
な
ど
の
中
止

が
続
き
、私
た
ち
の
美
声(

？)

を
お
聞
か
せ
で
き
な
い
の
が
と

て
も
残
念
で
す
が
、
大
き
な
声

で
歌
っ
て
笑
っ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

コ
ー
ロ
あ
き
つ
♪

〜
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

ル
ス
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
元
気

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
『
コ
ー
ロ
あ
き
つ
』
は
ど
な
た

で
も
仲
間
に
入
れ
ま
す
。
一
緒

に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
代
表
：
坪
根
真
由
美
）

長
野
県
宝
に
指
定
　
木も

く
ぞ
う造
阿あ

み

だ

弥
陀
如に

ょ
ら
い来
立り

ゅ
う
ぞ
う像（

忠
恩
寺
所
蔵
）

　

令
和
２
年
9
月
28
日
、
忠

恩
寺
（
奈
良
沢
）
が
所
蔵
す
る

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
長

野
県
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
鎌
倉

時
代
後
期
の
作
と
い
わ
れ
、
像

の
表
面
は
黒
色
で
、
口
を
わ
ず

か
に
開
い
て
歯
を
み
せ
て
い
る

姿
が
特
徴
で
す
。
こ
の
よ
う
に

仏
様
を
現
実
味
の
あ
る
姿
で
表

現
す
る
技
法
は
、
鎌
倉
時
代
に

流
行
し
た
信
仰
に
よ
る
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
も
そ

の
信
仰
を
背
景
に
制
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
彫

刻
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
作
例

と
い
え
ま
す
。

　
忠
恩
寺
が
こ
の
像

を
拝
領
し
た
と
さ
れ

る
近
世
以
降
は
「
黒

本
尊
」
と
よ
ば
れ
、

戊
辰
戦
争
や
日
露
戦

争
の
際
に
は
、
出
兵

し
た
兵
士
が
黒
本
尊

の
姿
の
写
し
を
身
に

着
け
る
こ
と
で
、
弾

除
け
に
し
た
と
い
う
史
料
が
残

さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
々
の

信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
も
う

か
が
え
ま
す
。

飯
山
雪
国
大
学　
後
期
成
人
講
座

参
加
者
制
限
で
今
年
度
初
め
て
の
実
施

　

例
年
飯
山
雪
国
大
学
成
人

講
座
は
、
４
月
募
集
の
前
期
講

座
と
、
９
月
募
集
の
後
期
講
座

の
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
と
し

て
、
前
期
講
座
を
実
施
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。

　

後
期
成
人
講
座
に
つ
い
て

も
、
感
染
拡
大
を
受
け
実
施
を

議
論
し
て
い
ま
し
た
が
、
募
集

定
員
を
制
限
し
、
感
染
予
防
対

策
を
行
う
こ
と
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
講
座

を
企
画
い
た
し
ま
す
の
で
、
や

り
た
い
講
座
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

い
ち
か
ら
始
め
る
革
細
工
講

座
（
川
中
直
美
先
生
）

　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
革
細

工
講
座
で
、10
名
の
参
加
者
は
、

ネ
ー
ム
ケ
ー
ス
や
小
銭
入
れ
な

ど
を
製
作
し
な
が
ら
、
革
細
工

の
基
礎
を
５
回
の
講
座
で
学
ん

で
い
ま
す
。

初
級
ギ
タ
ー
講
座

（
丸
山
信
一
先
生
）

　
初
心
者
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に

ギ
タ
ー
に
触
れ
る
方
ま
で
５
名

で
実
施
。
全
５
回
講
座
で
一
曲

で
も
全
員
で
弾
け
る
よ
う
練
習

し
て
い
ま
す
。

作品展示の部

　市内（飯水）の小中学生が制作
した絵画・版画・習字などの、飯
水児童生徒図工美術・習字作品選
抜展作品の展示を行います。どう
ぞご来場ください。

第 41回 飯山市

令和2年10月24日（土）、25日（日）
会場　飯山市公民館　9:00 ～ 17:00

飯山市公民館 　　☎ 62-3342

ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ド
で
作
る

か
ご
バ
ッ
ク（
服
部
春
江
先
生
）

　

日
常
で
使
え
る
ク
ラ
フ
ト

コ
ー
ド
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
を
制

作
。
午
前
午
後
各
５
名
で
実
施

し
ま
し
た
。

免
疫
力
ア
ッ
プ

（
三
嶋
絵
利
加
先
生
）

　

適
度
な
運
動
を
学
び
習
慣

づ
け
る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め

る
技
術
を
参
加
者
14
名
で
学
ん

で
い
ま
す
。

完成した作品は「学びのエリア秋まつり」
でも展示しました

広い講堂で十分な間隔をとってのストレッチ

大人気の講座で、受講できなかった方も
多かったです

幅広い年齢層の皆さんが受講されています

まいぎり式火起こし器での火起こし体験 皆さんも一緒に歌ってみませんか

開催報告

開催報告
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コ
ー
ロ
あ
き
つ
♪

〜
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
〜



入 
場 
料

津軽三味線の全国大会でともに日本一の経歴を持つ白藤ひか
り、武田佳泉の２人によって結成された本格派津軽三味線デュ
オ「輝＆輝（KIKI）」。演奏曲目は原点である古典民謡から、ポ
ップ・ロック調を取り入れたオリジナル曲まで幅広い。
津軽三味線ならではの迫力と繊細さを兼ね備えた表現は必見。

編成にピアノを加え、和洋の一体化で厚みと深みを増した新世
代津軽三味線の音色をお楽しみください。

一　　　般　2,500 円
高校生以下　1,000 円
（全席自由・税込、未就学児入場不可）

令和2年12月20日（日）
開演：14:00（開場 13:30）

飯山市文化交流館なちゅら 大ホール

津軽三味線

輝＆輝
～天つ風 雲の通ひ路 吹きとぢよ～

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
・感染拡大状況によって中止または延期となる場合がございます。
・入場時に「来場者カード」の提出にご協力ください。
・チケットご購入の際にお渡しする「ご来場の皆様へお願い」を
　お読みください。

＃プレイガイド
　飯山市文化交流館なちゅら（☎ 67-0311）
＃主　催
　飯山市・飯山市教育委員会

輝＆輝
～天つ風 雲の通ひ路 吹きとぢよ～

伊藤辰哉 白藤ひかり武田佳泉

ＫＩＫＩ

※混雑時はチケットに記載の通し番号順に
　ご入場いただきます。

♪演奏曲

・津軽じょんがら節
・クリスマスソングメドレー
・春の海
・チャルダッシュ　他

柳原地区駅伝大会（昨年）の様子

収穫したお米は学校給食でも味わいます

国天然記念物黒岩山は多くの皆様の努力
で、これからも保護・保全されていきます

チケット販売開始　10月 24日（土）

飯
山
公
民
館

☎ 

62
3
3
4
2

◇
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

　

11
月
15
日
㈰
に
開
催
予
定
で

し
た
「
飯
山
地
区
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大

会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
よ
り
、
種
目
等

変
更
を
検
討
し
た
結
果
、
同
日

に
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」

と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
字
町
公
民

館
よ
り
配
布
さ
れ
る
隣
組
観
覧

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

瑞
穂
公
民
館

☎ 

65
2
5
0
1 

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭

　

来
る
10
月
25
日
〜
11
月
１
日

瑞
穂
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
瑞
穂
地

区
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
２
階
大
広
間
で

の
学
童
、
園
児
や
一
般
の
方
々
作

品
展
示
の
み
１
週
間
に
わ
た
り
展

示
し
ま
す
。

【
地
区
の
話
題
】

福
島
棚
田
稲
刈
り

　

９
月
24
日
㈭
、
台
風
12
号
が

近
づ
き
天
候
が
心
配
さ
れ
る
な

か
、
棚
田
の
稲
刈
り
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
一
般
の
参
加

者
は
招
い
て
お
ら
ず
、
例
年
よ
り

少
人
数
で
行
い
ま
し
た
。
小
学
生

も
友
達
と
協
力
し
な
が
ら
、
３
枚

の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
と
、
ハ
ゼ
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

柳
原
公
民
館

☎ 

62
5
5
6
2

◇
柳
原
地
区
文
化
祭
中
止

　

柳
原
の
文
化
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
９
月
８
日
、
区
長
さ

ん
や
集
落
館
長
さ
ん
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
開
催
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賛
否
両

論
の
ま
と
め
と
し
て
、
心
配
や
不

安
を
抱
え
て
の
文
化
祭
は
見
送
る

こ
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
公
民
館

の
活
動
は
み
ん
な
の
つ
な
が
り
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
来
年
に
向

け
て
企
画
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。外

様
公
民
館

☎ 

62
1
０
２
９ 

【
地
区
の
話
題
】

天
然
記
念
物
「
黒
岩
山
」
保
全

協
議
会
に
よ
る
森
林
整
備

　

外
様
平
の
北
に
そ
び
え
る
黒

岩
山
は
、
豊
か
な
自
然
の
宝
庫
で

あ
り
、
貴
重
な
生
き
物
が
生
息
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
46
年
に

山
全
体
が
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
黒
岩
山
は
東

日
本
に
住
む
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
と

西
日
本
に
住
む
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
両

方
が
舞
う
貴
重
な
場
所
で
す
。

　

黒
岩
山
保
全
協
議
会
は
、
そ

の
よ
う
な
大
切
な
黒
岩
山
の
自
然

環
境
を
保
護
、
保
全
し
、
ま
た
、

活
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

地
元
有
志
や
区
長
、
公
民
館
役

員
な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か

け
て
の
毎
月
１
回
、
日
曜
日
に
会

員
が
集
ま
り
、
チ
ョ
ウ
が
飛
翔
す

る
た
め
の
好
ま
し
い
環
境
を
整
え

よ
う
と
、
鎌
、
な
た
、
の
こ
ぎ
り
、

草
刈
機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
を

用
い
て
森
林
の
刈
り
払
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。
熊
の
出
没
情
報
を
確

か
め
合
っ
た
り
、
時
に
ハ
チ
に
刺

さ
さ
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
笛

の
合
図
に
合
わ
せ
、
途
中
し
っ
か

り
休
息
を
と
っ
て
、
無
理
を
せ
ず

に
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
作
業
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。

常
盤
公
民
館

☎ 

62
3
2
0
0

◇
常
盤
地
区
文
化
祭

　
例
年
、
常
盤
地
区
文
化
祭
は
、

「
集
落
公
民
館
活
動
展
」「
消
防
・

防
犯
・
交
通
安
全
展
」「
特
産
展
」

「
村
の
保
健
室
」「
子
ど
も
体
験

コ
ー
ナ
ー
」、
連
動
企
画
と
し
て

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
駅
伝
大
会
」「
剣
道
大
会
」

「
JA
な
が
の
祭
」
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
内
容

を
制
限
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
実
施
す
る
の
は
「
児
童
・
生
徒

作
品
展
」「
腕
自
慢
展（
個
人・サ
ー

ク
ル
等
に
よ
る
絵
画
・
書
道
・
手

芸
な
ど
の
芸
術
作
品
展
）」「
菊
花

展
」「
昭
和
58
年
水
害
ビ
デ
オ
上

映
」「『
村
史
と
き
わ
』
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
」
で
す
。

　

開
催
日
は
11
月
１
日
㈰
で
す

が
、
展
示
関
係
に
つ
い
て
は
10
月

31
日
㈯
も
15
時
か
ら
17
時
ま
で

公
開
し
ま
す
。
展
示
の
申
し
込
み

は
10
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
、
常

盤
公
民
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

岡
山
公
民
館

☎ 

69
2
0
1
0

◇
行
事
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
次
の
事

業
を
中
止
と
し
ま
し
た
。

・
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
座

・
骨
盤
歪
み
改
善
講
座

・
ド
ロ
ー
ン
講
習
会

出演：輝＆輝（白藤ひかり・武田佳泉）
　　　伊藤辰哉（ピアノ）

　
最
後
の
高
田
瞽
女
・
杉
本
シ

ズ
が
終
生
大
切
に
し
て
い
た
三

味
線
。
マ
セ・キ
ク
イ・シ
ズ
と
、

杉
本
家
の
瞽
女
に
代
々
伝
え
ら

れ
て
き
た
も
の
。
シ
ズ
の
最
晩

年
ま
で
深
い
親
交
を
持
ち
続
け

て
い
た
長
野
市
の
杉
山
氏
へ
譲

ら
れ
、
今
年
杉
山
氏
か
ら
飯
山

市
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

　
11
月
29
日
㈰
ま
で
、
ふ
る
さ

と
館
企
画
展
「
最
後
の
高
田
瞽

女
」
に
て
展
示
中
。

高
田
瞽ご

ぜ女
が
使
用

し
た
三
味
線
　

（
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
所
蔵
）
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趣　
味
・
実　
用

1
は
赤
い
。
そ
し
て
世
界
は
緑
と
青
で
で
き
て
い
る
。

望
月 

菜
南
子

上
杉
謙
信

山
田 

邦
明

極
地
絶
景

ク
ン
ト　
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク

令
和
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
自
治
会
・
町
内
会
運
営
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

水
津 

陽
子

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
か

山
田 

寛
英

す
み
ま
せ
ん
、
金
利
っ
て
な
ん
で
す
か
?

小
林 

義
崇

身
の
ま
わ
り
の
す
ご
い
「
し
く
み
」
大
百
科

涌
井 

良
幸

マ
ト
リ

瀬
戸 
晴
海

未
病
図
鑑

渡
辺 
賢
治

「
帯
」
か
ら
作
る
バ
ッ
グ

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

干
物
料
理
帖

う
す
い 

は
な
こ

園
芸
道
具
の
選
び
方
・
使
い
方
「
コ
ツ
」
の
科
学

園
芸
文
化
協
会

角
換
わ
り
早
繰
り
銀

大
石 

直
嗣

天
声
人
語　
２
０
２
０
夏

朝
日
新
聞
論
説
委
員
室

寂
聴
先
生
、
あ
り
が
と
う
。

瀬
尾 

ま
な
ほ

よ　
み　
も　
の

え
に
し
屋
春
秋

あ
さ
の 

あ
つ
こ

鏡
影
劇
場

逢

坂 

剛

ワ
ト
ソ
ン
力

大
山 

誠
一
郎

銀
閣
の
人

門
井 

慶
喜

我
々
は
、
み
な
孤
独
で
あ
る

貴
志 

祐
介

雪
月
花

北

村 

薫

帝
都
争
乱

今

野 

敏

心
淋
し
川

西
條 

奈
加

降
る
が
い
い

佐
々
木 

譲

同
姓
同
名

下
村 

敦
史

あ
な
た
の
ご
希
望
の
条
件
は

瀧
羽 

麻
子

彼
女
が
天
使
で
な
く
な
る
日

寺
地 

は
る
な

沖
晴
く
ん
の
涙
を
殺
し
て

額

賀 

澪

数
学
者
の
夏

藤
本 

ひ
と
み

も
う
、
聞
こ
え
な
い

誉
田 

哲
也

帰
っ
て
き
た
K2

横

関 

大

郷　
　
　
土

負
け
て
も
負
け
ぬ
三
十
二
将
星
列
伝

山

崎 

泰

長
野
電
鉄
百
年
探
訪

今
尾 

恵
介

２
０
２
０
夏
季
高
校
野
球
長
野
県
大
会

信
濃
毎
日
新
聞
社
編
集
局

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

◇ 11月図書館カレンダー ◇

1 日 10:30 ～おはなしひろば
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車③温井 ･秋津
5 木 10:30絵本とわらべうたの会

6 金 移動図書館車④太田 ･富倉
7 土
8 日 10:30 ～ブックスタート
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車①北原 ･常盤
12 木 10:30絵本とわらべうたの会

13 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
14 土
15 日 10:30 ～おはなしひろば
16 月 休館日
17 火
18 水 移動図書館車③温井 ･秋津
19 木 10:30絵本とわらべうたの会

20 金 移動図書館車④太田 ･富倉
21 土
22 日 10:30 ～おはなしひろば
23 月
24 火 休館日（祝日振替）
25 水 移動図書館車①北原 ･常盤
26 木 10:30絵本とわらべうたの会

27 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
28 土
29 日 10:30 ～おはなしひろば
30 月 休館日

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

✿開館時間と休館日✿
 【開館時間】
      火～金     9:30 ～ 18:00
      土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
     月曜（祝日の場合は 翌平日）　
　  年末年始 ・ 蔵書整理期間等

図書館
ニュース

　10月27日から11月9日までは
読書週間です。今年の標語は「ラ
ストページまで駆け抜けて」この言
葉の背景には、現在は思うように
旅行が出来ない世の中になってい
ますが、本は未知なる場所へ連れ
て行ってくれる、いちばん身近な移
動手段だと思います。さらに、自分
のペースで読み進められ、早く走り
抜けてものんびり歩いても、ゴール
は必ず待っていてくれる。そんな素
敵な本との出会いがあるようにと願
いが込められています。あなたと一
緒に旅をしてくれる一冊を探してみ
ませんか。

職
業
体
験
を
通
し
て
働
く
　
　
　
　

こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
　
　

　
9
月
8
日
に
城
南
中
学
校
の

生
徒
4
名
が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て
職
業
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
4
名
と
も
本

が
好
き
と
い
う
理
由
で
図
書
館

を
選
び
ま
し
た
。
ま
ず
カ
ウ
ン

タ
ー
業
務
で
は
、
利
用
者
の
方

と
の
応
対
に
少
し
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
し
た
が
、
し
っ
か
り

と
挨
拶
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

ま
た
本
の
受
入
作
業
で
は
ラ
ベ

ル
貼
り
を
行
い
、「
薄
い
本
に

貼
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
お
す

す
め
本
の
コ
ー
ナ
ー
作
成
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
業
務
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

の
体
験
が
将
来
の
職
業
観
を

学
ぶ
良
い
機
会
に
な
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
城
南
中
学
校
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
ア
ー
ト
…
運
動
…
行
楽
…

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
あ
り

ま
す
ね
。
今
月
の
テ
ー
マ
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
お
す
す
め
の
本
を
揃
え
ま
し

た
。

　
秋
の
木
の
実
を
使
っ
た
工
作

や
、
身
近
な
山
々
を
散
策
し

て
み
る
の
も
良
い
で
す
ね
。
飯

山
に
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
野
へ
山
へ
出
か
け
れ
ば
い

つ
で
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
!?

　
ま
た
、
文
化
的
景
観
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
小
菅
に

関
す
る
資
料
も
多
数
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
方
も
、
ま
た
違
っ
た
魅
力

が
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
の
楽
し
み
方

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
は
貸
出

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
に
も
、
ふ
る
さ
と
館
の

企
画
展
「
最
後
の
高
田
瞽
女
」

に
併
せ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

快
適
に

　
使
い
や
す
く

　
　

 【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　
11
月
24
日
㈫
は
祝

日
振
替
の
た
め
休
館

と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

　
※
23
日
（
月
・
祝
）

は
開
館
し
ま
す

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
　　　　 図書館の情報を検索できます　

スマートフォン版

 

こ
の
た
び
図
書
館
で
は
各
階

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
利
用
者
の

皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
が
、
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

2
階
3
階
と
も
に
床
の
段

差
を
無
く
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
り
、
一
部
を
除
き
洋
式
に

変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
は
2
階

の
女
子
ト
イ
レ
の
み
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
お
む
つ
交
換
台

を
、
新
た
に
3
階
の
多
目
的

ト
イ
レ
に
も
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
も
お
使
い
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ラストページまで
　　　駆け抜けて

▼分類がたくさんあるなぁ～

▼まっすぐ貼るのは難しいな秋
と
い
え
ば
…
　

　世界の絶景写真を見比べて、違うところを探してみましょう。各国の美しい風
景は眺めるだけで癒し効果があり、心が穏やかになりますね。また、森や草原な
ど緑の多い写真を見ると脳が活性化するそうです。
　大人も楽しめるまちがい探し、見ているだけで旅行気分が味わえるかも!?

「世界を旅する癒しのまちがい探し」

旬の本☆話題の本☆意外な本

ブティック社　

　眺めるだけでヒーリング＆脳活性

らいぶらりブックレビュー
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